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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第324回 ）

日 時

場 所

平成30年7月3日 （火）午後1時 半～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第5会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆ 国会議 事堂前 駅 （丸 の 内線 ・千代 田線）①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有 楽町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて、通行証 を差 し上 げます。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付 脇 の ロ ビー にて お待 ち下 さい。 ま

た、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第5会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 最近 の再 生 ・新 エネル ギー につ いて想 う

挨拶 中島稔 新 エネルギー委 員長

2、 太 陽光発 電 シス テム および燃料 電池発 電 シス テムの

高効率 制御 方式

解説 板子 一隆神 奈川工科大学教 授

3、 『新 土ネルギー 関連 ニ ュースNO．177』

解説 中島稔 新 エネル ギー委員 長

報 告 去 る6月5日 開催 の 第323回 新 エ ネ ル ギー 委 員 会 は、 中 島稔

新 エネル ギー委 員 長 が議 長 を務 め行 われ ま した。

まず 、 中島委員 長 よ り、 「最 近 の再 生 ・新 エネル ギー につい て想 う」

と題 して開会 挨拶 が あ りま した。 ドイ ツで は、2020年 まで に8基

すべ て の原発 を停止 す る と発 表 した。 それ に従 い3年 前 に一基 を停止

した ところ、今年 に入 って電力 不足か ら周 波数 遅れ が発 生 し、時計 が

6分 遅 れ るな どの社 会 問題 となった。 日本 は第5次 エネル ギー基本 計

画 で原発 比率 を20％ にす る と定 めた が、 ドイ ツの この よ うなニ ュー

スを見 る と、原発 が あ る程度 の比率 を 占めてい くの もや む を得 ない の

では ない か と考 え る。 風力発 電 の コス トは世界 的 に低 下傾 向に あ るが、 日本 で

は設 置 コス トが多額 で低 コス トとは言 えない。 そ うした 中、洋 上風力発 電 へ の

取 り組 み がい くつか紹介 され てい る。船 を海 面 下 に沈 め、風 車 をその上 に建 て

る とい う方式 な ら、低 コス トで ある。

まず 、清原淳平専務理事 よ り、本 日の講師 ・亀 田光 昭新エネル ギー研究所代表

の経 歴紹介 があ りま した。

次 に、亀 田代表 よ り、 「メタ ノール 水溶液水 素発 生 装置 とそ の実用化 」 と題

して解 説 をいただ きま した。 今 回の研 究 は、安価 なエ タノール や メ タノール か

ら水 素 を取 り出 し、安価 な水 素 を得 る方 式で あ る。 メタ ノール水 を300℃ に

熱 した装置 を通す 。 その通路 には触媒 と して プ ラチナ が入 ってい る。 この装 置

を通 る と、反応 が起 きCo2と 水素 が発生 す る とい う仕組 みだ。現 在 は、 これ を

携 帯電話 の基地局 の予備 電源 として の用途 を考 えてい る。 現在 は鉛 蓄 電池 が使

用 され てお り、3時 間 しか持 たない。 これ では災害 時 に対処 で きない ので、簡

素 で長 寿命 の装置 を作 れ ば、災害 時 に通信 が途絶 え るこ とはない。

次 に、 中島稔委員 長 よ り 『新エネ ル ギー 関連 ニュ・一スN・．176』 の解説 が あ

りま した。今 回 は、 ○ナ トリウムイ オ ン電池 の寿命や性 能 を高 め る技術 開発 が

相次 ぐ。ナ トリウムを電解液 に多 く溶 かす こ とで放 電 中に壊れ るの を防い だ。

また 、正極 にマ グネ シ ウムを加 えて蓄 電率 を上 げ る取 り組 み も。ナ トリウムイ

オ ン電 池 は安価 だが、電 池 の重 さや電圧 の低 さが問題 だった。 ○燃料 電池用 の

安価 な触媒 の開発。 白金 の使用 量 を減 らす。 ○燃料 電池 向 け酸化 物イ オ ン伝 導

体 の高伝導 性原理 を発 見 、 ○ア ンモ ニア と燃 料電池 で直接発 電す る固体酸化物

燃料 電池。燃 料 を水 素 に変換す る改質器 を経ず に直接 供給す る。 ○ アル カ リ水

電解 設備 を利 用 した グ リー ン水 素製 造装置 の実験 開始 。 ○薄 くて 曲げ られ る太

陽電 池 の製 造。カ リウム を混ぜ丈夫 に。家庭用 に用 い るた めの耐久 実験 を開始。

OCo2を 原料 に太 陽光 で発 電す るバ イオ燃 料電 池。 ○再生 可能エ ネル ギー関係

の雇用 が全 世界 で1千 万人規 模 に。 中、米、 印、独、 日、伯 の6か 国 が牽 引、

な どの解 説 が あ り、一 同大 い に勉強 にな りま した。

★ レクチュアにつ き、当 日会費 会員千円にご協力 を。

次回、7月3日 （火）の新エネルギー委員会に

テ ロ対策 へ の警 備 か らの要 請上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参 加希 望者 は、2日 前までに履 歴書をご提 出下さい。

（その際の会費 は二千円 とな ります。）
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